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沖縄県の腎移植症例（2017年）

全36例 生体腎移植 献腎移植

症例（例） 30 6

男性（例） 19 6

女性（例） 11 0

年齢（歳）
45.6 ± 14.9 
（22 - 68）

53.5 ± 11.0
（39 - 68）

平均透析期間（年）
3.9 ± 5.3 
（0 – 19.0）

15.1 ± 4.6
（10.2 – 21.4）



沖縄県の腎移植症例
1987年～2017年12月31日まで
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・沖縄県内の総腎移植数は2010年以降30例前後で推移。

・この2年は35症例以上であり増加傾向にある。

・献腎移植数は横ばいであり、生体腎移植が増加傾向。
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全 例 556 例

生体腎 414 例 (男性 263 例、女性 151 例）

献 腎 142 例 (男性 94 例、女性 48 例）



献腎移植までの平均透析期間

17.2年

献腎移植レシピエント
（2016）

平均待期期間 14.6年

ファクトブック 2016 （日本移植学会）

移植年 透析期間（年） 症例数

2007 19.2 9
2008 14.3 8
2009 17.3 6
2010 18.9 6
2011 16.2 5
2012 15.7 4
2013 19.8 5
2014 12.9 2
2015 22.1 4
2016 20.3 6
2017 15.1 6
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提供者 72 人

移植者 142 人

沖縄県献腎提供・移植者数の推移
1987年～2017年12月31日まで（人）
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r腎移植レシピエントの原疾患 （全556例）

（ ）は2017年の症例数

CGN (IgA腎症を含む） 340 (12) 間質性腎炎 5

SLE 31 腎硬化症 14 (1)

低形成腎 15 Goodpasture症候群 2

ネフローゼ 7 (1) Henoch Scholein 2

DM 45 (3) 後部尿道弁 1

MPGN 10 Alport症候群 2

RPGN 4 VUR 3 (1)

FGS 8 (2) ANCA関連腎炎 5 (2)

DPGN 2 ミトコンドリア脳筋症 1

嚢胞腎 11 (1)
その他

41 (10)



母親 107 (11) 子供 21

父親 75 (2) 配偶者 118 (10)

兄弟 44 (2) 親戚 5 (1)

姉妹 43 (4)

生体腎移植ドナー （414 例）

レシピエントとの関係

（ ）は2017年の症例数



移植腎機能喪失の原因（全例）
1987年～2017年12月31日まで

123 （移植腎喪失例）／556 （全例）＝ 22.1％

（ ）は2017年の症例数

慢性拒絶反応 61 (3) 原疾患の再発 5

急性拒絶反応 5 FGS再発 2

Primary NF 7 PTLD 1

死亡 35 (2) 膿腎症 1

静脈血栓症 3 不明 4



移植腎機能喪失の原因（生体腎・献腎別）
1987年～2017 年12月31日まで

（ ）は2017年の症例数

慢性拒絶反応 48 (3) 13

急性拒絶反応 4 1

Primary NF 1 6

死亡 13 (1) 21 (1)

静脈血栓症 1 1

原疾患の再発 5 0

FGS再発 2 0

PTLD 0 1

膿腎症 1 0

生体腎 献腎
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脳死下での臓器提供数は増加したものの、心停止下での

臓器提供は激減。

近年は微増傾向ではあるが、以前として献腎ドナーは不足
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腎移植における最近の話題

先行的腎移植（preemptive kidney transplantation: PEKT) 

CKD stage IV～Vの状態で透析療法を経ずに腎移植手術を行うこと。

意義：

透析に伴う合併症の予防 ⇒ 動脈硬化、骨合併症

QOLの改善 ⇒ 透析療法で制限される社会活動、就業、就学

女性の妊娠

慢性腎不全小児患者の発育の改善

腎移植生成績、生命予後の改善



2017年沖縄県の生体腎移植における
先行的腎移植(PEKT)

5例/30例中（16.7％）



日本の先行的腎移植件数 年次推移

両角 國男

先行的腎移植 2016; p 48-
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両角 國男

先行的腎移植 2016; p 48-

PEKTは増加傾向にある





✓ 腎移植に到るまでの透析期間が短いほど予後良好

✓ PEKTは最も予後がよい



PEKTは、腎代替療法として推奨される．


